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　現在、紫泥の急須や土鍋など四日市市の地場産業として有名な萬古焼の発

祥は、桑名の豪商沼
ぬ

波
なみ

弄
ろう

山
ざん

が、江戸時代の元文年間（1736 ～ 1741）、この朝

日町小
お

向
ぶけ

に窯を開いたことにさかのぼります。弄山没後、萬古焼は一時途絶え

ましたが、桑名の田町に生まれた森有節（本名　与
よ

五
ご

左
ざ

衛
え

門
もん

）が、弟千
せんしゅう

秋とと

もに小向の名
めんだに

谷に窯を開き、天保 3年（1832）に萬古焼を再興しました。

　森有節の萬古焼や白鳳時代に造営されたと考えられる古代寺院縄生廃寺跡から出土した唐三彩碗をともなう

舎利容器（国指定重要文化財）などが観られる朝日町教育文化施設の「歴史博物館」を訪ねて悠久の歴史を掘

り下げてください。

悠久の流れと共に歴史を感じるコース

縄生廃寺三重搭模型

朝日町歴史博物館

朝日駅  編
あさひ

コースガイド ▲

ウォーキング距離：約２km　　

▲

参考所要時間：約１時間

日
朝
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　真宗大谷派の寺院で古い松樹がありま
す。半鐘（本堂南隅にかかる）は江戸時
代のものです。

　小向と柿地区との境近くにある浄土真
宗本願寺派の寺院です。本堂棟と山門の
扉に葵の紋がついているため、参勤交代
の大名が駕籠を降りて黙礼して通ったと
伝えられています。浄泉坊は桑名藩の奥
方の菩提寺で、当
時の住職が桑名城
のお通い僧だった
ので葵の紋が許さ
れたと伝えられて
います。

　小向山浄泉坊から 50m程の右側、畑の
垣根の中に「橘守部誕生の地」の標示があ
ります。ここは当時、庄屋飯田長十郎元親の
屋敷があり、守部は
ここの子として生ま
れ、長じて江戸にでま
した。（飯田長十郎元
親の墓石は向い側の
浄泉坊にあります。）

 朝明山西光寺

 小向山浄泉坊

徒歩約 1分

徒歩約 3分

徒歩約 5分

へ
徒歩約 2分

　大正 5年に役場庁舎として建てられ、
昭和 39 年に役場新庁舎完成以降は公民
館として利用し、昭和 53 年に資料館と
して開設されました。館内には、大正・
昭和の生活
用品や農耕
用具などが
数多く展示
され、当時
の生活文化
を偲ぶこと
ができます。
（水・土のみ
開館）（平成12年に国の登録有形文化財に登録）

　御厨神明社と呼ばれ、神鳳抄・神宮目
録にも記録があることから神領であった
ことは明らかで、祭神も大日靈貴尊とあ
り、天照大神を勧請して祀ったものです。
垂仁天皇の 25 年、皇大神宮が桑名郡の
野代宮から鈴鹿郡忍山へ遷るときの頓宮
の跡と伝えられています。小向出身の国
学者「橘守部」が祀られています。

　JR 関西線の踏切を 100m程行くと、萬
古焼中興の祖・森有節の墓石があります。
この地は、18 世紀半ば、沼波弄山によっ
て萬古焼が始められたところです。一時
途絶えていたのを 19 世紀初め、有節が
ここに窯を構えて興しました。また、東

 橘守部誕生の地

 朝日町資料館

 小向神社

徒歩約 10分

徒歩約 5分

芝の敷地南側には、旧宅があります。住
時は作業場が並木の奥に見えましたが今
はその面影はありません。

　JR 関西線の踏切まで戻り、JR 線沿い
の道（県道）を四日市方面に進み朝日町
体育館を山側に折れると「ふれあいの
里」と呼ばれる丘陵地にある朝日町歴史
博物館に到着します。図書館との複合施
設で、縄生廃寺跡出土の唐三彩碗をとも
なう「舎利容器」（国指定重要文化財）が展示
され、朝日町の歴史を概観できます。橘守
部、森有節、栗田真秀などの町の文化を支え
た人々の資料も展示されています。
（月曜・月末館内整理日は休館）

　柿城跡は標高 40mほど、丘陵先端に
築かれた室町時代の城跡です。主郭と周
辺に配置した小規模の郭、そして自然地
形の谷を利用して堀を巡らせていまし
た。城主の佐脇氏は室町幕府に奉公衆と
して仕えた豪族です。弘治 3年（1557）
に近江国の戦国大名六角氏によって攻め
られ、柿城は落城しています。現在は公
園となっており、主郭のあった頂上から
伊勢平野を一望することができます。 初代森有節の墓

 朝日町歴史博物館

 柿城跡

徒歩約 9分

徒歩約 4分

徒歩約 2分
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